
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） １８名 （回答者数） 18名

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新しい活動を取り入れ、さらに楽しく、安
心して過ごせる場所でいられるよう取り組
んでいきたい。

2

今後も各事業所との交流を深め、継続して
いきたい。

3

今後もコミュニケーションをとりながら、
児童の情報共有や業務改善を行えるよう継
続していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

令和7年度は他事業所の実施例をもとに開
催予定

2

地域のコミュニティへの参加が出来るよ
う、周囲の方の協力を得ながら取り組んで
いきたい

3

連絡帳やSNSへの掲載、また、口頭での報
告も行っていきたい

○事業所名 サポートキッズみどりまち

○保護者評価実施期間 令和7年3月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年5月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者への説明が不足している。 避難訓練等の実施をしているが、保護者様
への周知が出来ていないところがある。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者会などの実施が出来ていない。 保護者回答の実施例が少ない

地域との交流が出来ていない。 地域のイベントの参加はしているが、交流
まで行うことが出来ていない

利用者様が安心し、楽しみに通所すること
が出来ている。また、利用者様の性格や特
性にも配慮し、支援や活動を行っている。

利用者様が毎日楽しく過ごせるよう、活動
内容が偏らないよう工夫しながら支援を
行っている。

同法人事業所（放課後等デイサービス、児
童発達支援事業所、高齢者デイサービス、
生活介護事業所との交流を行っている。

夏祭り、敬老会、ハロウィン、クリスマス
会など、各事業所での交流を行っている。

職員間でのコミュニケーションを密にとる
ことで、児童情報の共有や、業務改善を適
宜行うことが出来ている。

職員同士、コミュニケーションをとり、何
でも話せる環境づくりをし、それを活かし
て業務改善などを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


